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海外 日本人社会の組織化 と分節化
一 タイ、 チ ェ ンマ イを中心 に 一

伊 藤 眞

1は じめに

本稿 は、高齢化社会 と国際移動 に ともなう海外 における 日本人コ ミュニティ形

成につ いて、タイのチ ェンマイを主な事例 として報告す ることを目的と している。

前半の第1章 ～4章 では タイにおいて 日本人の 「ロングステイ ・ッーリズム」 を

受け入れ るに至 ったその背景 を概 略 し、後半の第5,6章 で はチ ェ ンマ イにおけ

る 日本人、 日本 人コ ミュニティの性格 について記述 ・考察する。

「高齢化社会 と国際移動 に関する文化人類学的研究」 と題す る本調査 を実施す

るにあた り、筆者 はマ カッサル(イ ン ドネシア)、 バ ンコク、チ ェンマイ(タ イ)

に おける 日本人 リタイヤー(退 職者)に ついて予備的な調査 を試 みた。マ カッサ

ルには 日本人会のほかに 「老 人会」 と呼ばれ る高齢者の集ま りが あったがその構

成員 はわずか5名 に過 ぎず、お互いの情報交換 以外 には 目立 った活動 はお こなっ

ていなか った。それに対 して、 タイにおいてはバ ンコク、チ ャンマ イともに 日本

人 リタイヤ ーの活動が活発 であ り、 なかで もチ ェンマイは、近年、 日本人人口が

急激 に増加 し、そこに占める 日本人高齢者の割合の高い ことが注 目された。一方、

チェ ンマ イにおけ る日本人のなか には、退職後の時間を優雅 に過 ごす夫婦、現地

ボラ ンティア活動 に生 き甲斐 を見 出す人物、あるいは、異郷 で困窮す る高齢者 な

ど、さまざまな人々が見出 された。 またチ ェンマイは、バ ンコクに比べ て街 の規

模 ははるか に小 さ く情報収集 も比較的容易であ った。そ うした点 を考慮す るな ら

ば 日本 にお ける高齢化 と国際移動 を考 える上 において、チェ ンマ イは適切かつ興

味深 い事例 を与え得るのではないか、 と考えるに至ったこ とが本稿 においてチ ャ

ンマ イをとりあげた理由であ る。
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IIタ イ と日本人

1タ イの 日本 人長期 滞在者一 海外在留邦人調査統計 から一

2008年10月1日 現 在 の推 計 で、 日本 国以 外 に在留 して い る 日本 人 の数 は、

1,116,993人 で あ る。 その内訳 を見 ると永住者 数は、361,269人 、 長期滞在者1)の 総

数は755,724人 で あ り、前 年比で は、永住 者が約21,500人 、 長期滞在者が約1万

人弱の増加である。国別の 日本人数では、多い1頂に、① アメリカ合衆 国(386,328)、

② 中華 人民共和 国(125,928)、 ③ オース トラリア(66,371)、 ④ 英国(63ρ17)で

あ り、 また 日本人長期滞在者数では、① アメ リカ合衆国(250,294)、 ② 中華人民

共和 国(124,480)、 ③ 英 国(48,598)、 ④ タイ(43,195)と な ってい る。 これ らの

数字か ら、 タイ国は、非常 に多 くの 日本人が生活す る国の一つである ことが了解

され よう。

つ ぎに タイにおける日本人長期滞在者 の内訳 を見 てみ よう。長期滞在者 の うち

圧倒 的多数 を占め るのは、 民間企業 関係者 であ る。2007年 度 で は、37,314人 の

長期滞在者 中、民間企業 関係 者(本 人18,695人 及 びその 同居家 族12,206人)が

82.3%を 占めている。付言すれば、こうした民 間企業関係者の割合が高い ことは、

いずれの東南 アジア諸国 に滞在 する 日本 人についてあては まる。欧米諸 国で は別

の傾向を示す。 アメリカ合衆国における 日本人長期滞在者中の民 間企業関係者の

割合 は52.7%、 英 国における 日本人長期滞在者 の民間企業関係者 の割合 は43.4%

で あ り、大 きな隔た りが ある2)。 アメ リカ合衆国、英 国では、長期滞在者の うち、

留学生 ・研究者 ・教 師(本 人)が 占め る割合が高いためである。 さらに付 言する

と、アメリカ合衆国 と英 国で は、女性長期滞在者 が男性長期滞在者 を上回るのに

対 して、 タイでは男 女比 が2:1と 、 圧倒的 に男性が多 く対照的である。 タイは、

まさに日本か らの企業戦士が ひしめ き合 う世界 といえよう。

言 うまで もな く、 タイにお ける民間企業関係者 数の増加 は日系企業の進出の結

果である。友田(1996)に よれば、タイへの 日系企業進出は、(1)1970年 代 、(2)

1985年 の プラザ合 意以降、そ して、(3)1997年 の アジ ア通貨危機 後 を克服 した

タイへ の21世 紀 に入 ってか らの進 出、 に区別 され る。 と くに、(2)の 時 期 にお

いては、「1987年 か らの3年 間の 日本か らの投資額は、過去25年 の総額 とほぼ同

じ規模」 とされ、 日本 関連企業か らなる商工会議所の会員数が、1986年 の100社



海外日本人社会の組織化と分節化 3

か ら1990年 の850社 に 急増 してい ることに如 実に示 され る(友 田博:130)。 こ

うした 日系企業数 の増加 と並行 して、 日本人長期滞在者数 も、1973年3)3,810人 、

1979年5,252人 、1984年8,517人 、1989年9,685人 、1993年15,588人 、1997年

20,777人 、2002年24,746人 、2005年35,581人 、2008年43,195人 と増加の一途 を

辿 り、現在 に至るのであ る。

2チ ェンマ イ概要

タイにおいて 日本人長期滞在者が集中す るの はバ ンコクであ り、都市別の2007

年 統 計(2006年!0月1日 現在)で は、ニ ュー ヨーク(48,439人)、 上 海(43,960

人)、 ロサ ンゼルス(38,711人)に 続 き第4位(29,347人)に 位置す る。 タイにお

いてバ ンコクに続 くのは、第37位 のチ ョンブ リー(2,600人)、 そ してチェ ンマイ

も第49位(1,733人)の 都市 として登場す る。2008年 の都市別 日本人長期滞在者

統計では、チェ ンマイは、第47位(1,970人)と 上昇 している。チ ェ ンマ イには

1980年7月 よりあった 日本国駐 在官事務所が2004年1月 には 日本国総領事館 に

昇格 している。 これ も近年の急速な 日本 人長期滞在者の増加 を反映 してのことで

ある4)。

チ ェ ンマ イにつ いてその概要 を述べ ると、チ ェ ンマ イ県 はバ ンコクの北 方約

700キ ロ メー トルに位置す る。 人口規模か ら見 た場合、 タイのなかで は4番 目で

あ る。チェ ンマ イ県は22の 地区及 び2つ の小地区か らなる。22の 地区のひ とつ

がムア ン ・チ ェンマ イであ り、狭義 のチ ェンマ イ市 を指す。 チェ ンマ イ県は北 タ

イ地域(NorthernRegion)の 首都 であ り、県人口1,641,009人 で あ る。宗教別人

口 を見ると、県人口の うち1,506,446人 が仏教徒、キ リス ト教徒91,897人 、イスラー

ム教徒19,200人 、 ヒン ドゥー ・シー ク教徒328人 、 その他の教徒18,078人(2007

年 仏教庁統計)と なっている5)。

チェ ンマイの住民の8割 はチェ ンマイ生 まれであ り、北部{tり のあるタイ語 を

使用するのに対 して、残 りの2割 はチ ェ ンマ イ以外 の土地か らの移住者 または外

国人であ る。

過去 の人口動態 を追 ってみ ると、1990年 度 の県人 口1,367,200人 、2000年 に は

1,500,100人 、 また住民の国籍では、1990年 に は99.4%が タイ国籍者であるのに対

して2000年 に は96.6%と タ イ国籍者が 減少 し、 さらに仏教 徒の割合 も95,7%か
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ら92.2%と 減 少 している、 これ は、 ロングステイヤーを含 めた国外か らの移住者

の増加 を反映す ると考え られ る。

皿 タイの観光政策 と日本人

1タ イの観光政策

つ ぎにタイにお ける観光政策の流れ を、国際旅行者数の変遷 を中心 に追 ってみ

ると次の ようである。

タイで は1959年 に観光局が設置 され、その翌年度か ら観光統計が公表 される

ようになった。それ に よれば、 タイへ の 国際旅行者数 を見 る と1960年 度 には、

わずか8万 人にす ぎなかったが、それか ら13年 後の1973年 には100万 人 を突破、

その後は1981年 度200万 人 、1990年 度530万 人 、1995年695万 人 と右肩上 が り

に増加を続 け、2000年 代 に入る と1,000万 人 の大台 を超えるようになる。そ して、

2007年 の 旅行者の誘致 目標 は1,600万 人 まで に至っている6)。

この ような急激 な観光客の増加 を支えて きたのは、 タイ政府に よる強力 な観光

促進政策である。観光が重要視 される理 由は、それは タイ国経 済に とって、外貨

獲得手段 としてあま り元手のかか らない即効性のあ る手段 と考え られてい るか ら

である。

「タイ経済が 問題 に直面す ると、政府は観光 に 目を向けてきた。それは1980年

代 初頭の経済危機 において起 こった。農業部門が不振 で、かつ工業が停滞状態 の

とき、経済のプランナーはサービス部門にとびついた。中東諸国に20万 人の労働

者 を送 り込む とともに、5年間で訪 タイ旅行者 を倍増 させたのであ る。(中 略)最 近、

首相(タ クシ ン・シナワ トラ)が 述べた ように、観光産業 は、(効 果が)速 く、(コ

ス トが)安 く、容易だからである。。。」(『ザ ・ネイション』紙、2001年4月30日 付)

実 際、観光産業の推進は従来か らの既定路線で はあ った ものの、 タクシン政権

時代(2001年2月 一2006年9月)に おいて加速化 され た。 よ り多 くの外 貨 を国内

に落 とす として、新たに定年退職後にや って くる者(ロ ングステイヤー)を ターゲ ッ

トに してシルバ ー ・ビザ を制度化する ことで長期滞在 を容易 にす るな ど、ロ ング
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ステイヤーの誘致促進と優遇策が始まるのもタクシン政権時代においてである。

ただし、この時期、観光政策が国民から手放 しで受け入れられたわけではない。

観光がもたらすのは経済効果ばかりではな く、大気汚染7)、環境破壊、性産業に

よるモラルの荒廃、エイズの蔓延化を招来 したことはよく知られている。タクシ

ン政権崩壊以降、それまでの過度な観光促進政策が見直され始めている8)。

2チ ェンマイへの観光

チェ ンマイは古来 よ りランナー王 国の首都 と して北部地域 の要衝 を占め、繁栄

して きたことはよ く知 られている。 けれ ども、現在 のチェ ンマ イを特徴づけるの

は、 なん といっても観 光地 と しての役割 であ る。

チ ェンマ イが外 国人の 目に とまり始めたのは、1980年 代 中頃、北 タイの少数民

族 の居住地域 を目指すバ ックパ ッカーた ちによってであった とされ る。チェ ンマ

イで はまず中継拠 点 として、バ ックパ ッカー を対 象 とす るゲス トハ ウスや安価 な

レス トランがふ えてゆ き、やがて、パ ックツアーの観光客が続 いた。90年 代 にな

ると個人及び団体 の観光客が急速 に増加 する ようにな り、彼 らをターゲ ッ トとす

る国際級のホテル も毎年建設 されてい き、ついに今 日で は、 イン ドネシアのバ リ

島に匹敵す る世 界で も有数の観光地へ と発展 してい く。

チェ ンマイには、バ リの ような白い砂浜 も、躍動的かつ多彩 な舞踊 ・音楽 も欠

ける ものの、古都 と しての独特 の落 ち着 きが あ り、旧市街の四方を囲む外堀や現

在に残 された赤煉瓦色の城壁 の一部、 そ して数 々の雄壮 な仏教寺 院は、訪れる者

に古都 め ぐりの楽 しさを満 喫 させ る。 またチ ェンマ イは北部地域への入 り口 とし

て、エ スニ ックな伝統 的文化 に出会 えるの も大 きな魅力である。 さらに、古都 や

エスニラ クな世界 とは きわめて対照的 な、現代的な商業 ・娯楽施設 にも事 欠かな

い。 ナイ トバザール、サ ンデー・マーケッ ト、モダ ンなシ ョップ街、タイ・マ ッサー

ジ専 門店が立 ち並び、そのうえ、 タイ全体にあては まる性 産業(ゴ ー ゴー ・バ ー

や カラオケはその まま売買春の場 にな りうる)が 同居 しているのである。

チ ェ ンマ イには2006年 、 年間440万 人 の観光客 を受 け入 れてお り、その うち

187万 人 は外 国人である。 山下 【2008:31】 に よれ ば、2007年 、バ リを訪 れた観

光客数は過去最高 の166万 人 とされるが 、チ ェンマ イを訪れた国際観光客数 はそ

れ を上 回る数である。
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【表1チ ェンマイへ の観光客数】(出 典 チ ェンマイ観局)

国 籍 2007年 2006年

タ イ 1,660,522 1.688β08

マ レ ー シ ア 130,449 108,599

シ ン ガ ポ ー ル 65β38 105,711

中国 31っ89 47,039

香港 6,501 19,449

日本 95β83 125,360

韓国 35,904 29,593

台湾 57,981 67,615

オ ー ス トリ ア 7,506 10β38

ベ ル ギ ー 11,169 13,366

デ ンマ ー ク 15,493 20,602

フ ラ ン ス 102,802 118,751

ドイ ツ 106,415 87,520

イ タ リ ア 30,491 27,564

オランダ 76,065 69β28

ス ウ ェ ー デ ン 14,742 20,500

ス イ ス 21,148 26,122

イギリス 87,873 120ρ86

アメリカ合衆国 189,765 248,404

カナ ダ 27,395 34,!37

中東 27,108 25,587

オ ー ス トラ リア 66,748 70,795

ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド 12,015 1!,825

イ ン ド 15,419 13,433

ロ シ ア 3,883 2,664

東欧 11,004 11,254

インドネシア 8,431 10,980

ブ イ リ ピ ン 7,026 37,796

ブ イ ン ラ ン ド 4,689 4,560

ノ ル ウ ェ イ 7,132 6,968

ス ペ イ ン 18,633 20,892

ア フ リ カ 2,775 1,999

ミ ャ ン マ ー 4,665 5β15

イ ス ラエ ル 35,984 37,670

ラオ ス 1β71 42

ヴ ィエ トナ ム 365 135

ア イ ル ラ ン ド 1,511 一

中南米 11 一

その他 72,817 157,559

計 3,075,618 3,407,866

タイ人 1,660,522 1.688β08

外国人 1,415,096 1,719,558
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表1は 、筆者が入手 したチェンマイ観光局による統計である。それによれば、

年間300万 人前後の観光客がチェンマイを訪れ、その約半数が外国人が占める。
り

2006年 と2007年 において、チ ェンマ イへの外 国人観光客(正 確 には宿泊施設利

用者数)の なかで もっとも多いのは、両年 ともアメリカ合衆国であ り、日本の場合、

2006年 に は第2位 、2007年 に はマ レーシア、ドイッ、フランスに続いて第5位 となっ

ている。地域 別に見ると東アジア、欧米、AEAN諸 国 か らの比率が高い。いずれ

にせ よ日本 人はチ ェンマ イを訪れる有数 のお得意 さんである ことは了解 され るで

あろ う。

坪 長期滞在型ツーリズムの登場

1「 ロ ングステ イ」 とは

日本で 「ロ ングステ イ」 という用語が使われ始 め られたのは、1986年 に設立 さ

れた 「シルバー ・コロ ンビア計画」以降だ といわれる。この計画 は 「第二の人生

を海外 で」 をモ ッ トーに退職者の海外へ の移住 を促 す ものであ ったが、「日本 人

村 の建設」 や 「老 人の輸 出」 を意図す るものだ との海外か らの強い批 判 を受け、

頓挫 した。 この移住型 に替わ って登場するのが文字通 り 「長期滞在型」 のロ ング

ステイである。1992年 に はロ ングステ イ財 団が設立 され、そこでは 「ロングステ

イ」 とい うあ らたなる造語が、商標登録 されている。同財団 による説 明はつ ぎの

ようである。

「生活の源泉を日本に置きながら海外の1か 所に比較的長 く滞在 し、その国の

文化や生活に触れ、現地社会に貢献を通 じて国際親善に寄与する海外滞在スタイ

ルを総称 してロングステイと名づけ、ロングステイの普及 ・啓発活動に取 り組ん

でいる。」9)

まず、「ロングス テイ」 とは同財 団に よる造語であ ると され、 それゆえにそこ

に示 され た 「ロングステイ」 の定義 は日本型の長期滞在 を前提 に してい ることに

なる10)。そ の後、「ロ ングステイ」 とい う語 は、長期滞在 を示す語 として一般的に

使用 され るようになってい くが、その過程で 「ロ ングステイ」 とい う語の意味 内
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容 も、 どの程度の期間 を前提 にす るか とい った点で曖昧になっていったと思われ

る。「ロングステ イ」 という語 は以上の ような背景 を もつが 、その一 方、受 け入

れ国の側 においては、退職者、年金退職者 を受け入れ る制度 を整備する場合 はあっ

て も、そもそ も日本語 である 「ロングステ イ」なるコ ンセプ トを受 け入れている

とは限 らない。

そ うしたなかで、おそ ら く、「ロングステイ」 なる語 を自国 において積極的 に

取 り入 れたのは タイである。 タイの場合 は、「ロ ングステ イヤー」 と しての長期

滞在者の増加 を促進すべ く、 タクシン政権 下において積極的 な政策的対応 をおこ

なった。ただ し、い ざふた を開けてみる と、タイ側の意図 とは異な り、あま りに

も多様 な人 々が同 じ制度の もとで タイに流 入 して くる ことになったのであ る。

2タ イにおける 「ロングステイ」

タイにおけるロングステイ政策には二つ の背景があった。 まず、タイ観光局 は、

「ロングステ イ ・ッー リズ ム」 と して 「ロ ングステイ」 とい う語 を使 用 してお り、

それ には 日本政府 との協力体制があったこと11)、つ ぎに、「ロングステイ」はあ く

まで観光の一貫 として捉 え られお り、海外観 光客 の滞在 日数 を長期化 させるこ と

で よ り多 くの外貨 を獲得す ることが意図 されている点で ある。一連の政策は単 に

観光施設の充実かだけではな く、長期 滞在 のための査証取得手続 きの簡略化 な ど

入国管理政策 などとも連動 した。

タイ観光局は1998年 、観光客 のタイ滞在 日数が減少 している点 を考慮 し、長期

滞在型の観光客 をターゲ ッ トする 「ロ ングステイ ・ツー リズム」プログラムを提

案 した。この政府観光局の提案が 同国の国会 での承認 を経 て、2001年12月 には「タ

イ ・ロングステイ経営会社」(theThaiLongstayManagementCorporationLit.)

の設 立が認可 され、翌年には同社が操業 を開始す ることになる。

ただ し、 日タイ両 国の協力体制の もとに始 まったロ ングステイ計画がその まま

思惑通 り進 んだわけではない。実際、タイ政府、とくに観光局(TAT)の 思惑 と、

日本か らや って くるロ ングステイヤーの思惑には、微妙 なず れがあ り、それは年

を追 うごとに顕 著になってい くのであ る。そのズ レとは、 タイ側 と しては、 より

長い滞在 日数に よってよ り多 くの金銭 を消費するだろうことを長期滞在者に望 ん

でいたの に対 して、実際 に日本か らやって くる長期滞在者 は、一部には高級 コ ン
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ドミニアムで優雅に暮 らす者があるにしても、その大多数は、先細 りする年金に

依存する人々であり、物価の安い環境のなかで日本にいるよりも人間らしい暮 ら

しができることを期待 して居住地としてタイを選択 した人々である。さらに、近

年では、日本では生活するに困難な 「経済難民」までが、それに含まれるだろう。

要は、多くの人々は、経済生活の倹約化を目的の一つにして来タイするわけであ

り、そうした人々に、当初期待 されたような大型消費者としての役割を期待する

のは困難であることが徐々に判明することになるのである。

Vチ ェンマイ と日本人一 日本 にお けるチ ェンマイ ・イ メー ジ

1日 本 にお けるチ ェンマイ ・イメージ

まず、チ ェンマ イに対す る 日本 人の人気 度 を見 よう。 『海外 ロングステ イ都市

ランキ ング』(イ カロス出版)に よれ ば、チ ェ ンマイは世界第1位 の人気 都市で

ある。その理 由を見る と、(1)政 情 が安定、(2)ホ ス ピタリテ ィの豊か さ、(3)生

活 費が安 い、(4)日 本 食 品などは近隣のスーパーマーケ ッ トでほぼ入手可能、(5)

仏教 国であ り文化的 に親近感があ る、(5)ラ ンナー王 国の古都 としての歴史・文化 、

(7)豊 か な 自然 に恵 まれてい る、(8)日 本 か らチ ェンマイ までバ ンコク乗 り継 ぎで

約7時 間余 りと比較的近い、などの諸点が挙げ られる。

これ ら7つ の点は、政情が安定 とい う点 を除けば、今 日で もおおよそ当て はま

る といってよいだ ろう。 しか し、以上 はあ くまで フォーマルな回答 であるともい

える。筆者の聞 き取 り調 査に よれば、 どのイ ンフォーマ ン トも(1)～(8)の 点 を否

定 しないものの、つ ぎの付 け加 えるべ きだとい う。すなわち 「本音 を言 えば、若

い娘 が相 手 を して くれ る、あ るい は、 出会 いへ の期待 があ る」 とい う点 である。

タイの都市部 には、カラオケ、マ ッサー ジといった女性 による接客 を主 となる生

業が軒 を並べてい る。カラオケ とい って も、そ こには必ず若 い娘 たちがお りホス

・テスと して接客す る。 日本 での年金暮 らしならば、到底楽 しめそうもない娯楽が

そこでは容易 に手 に入る し、 ホス テス と親 しくなる機 会 もある。 もちろん、チェ

ンマイが もつ文化 ・歴 史、そ して豊かな 自然、ゆった りした時 間の流れ に期待 し

てや って来 る人 々もいるが、それ と隣 り合わせに、男 たちの欲望 を満たす場 とし

ての存在 も無視 する ことはで きないのであ る。そ うした古都 チェンマ イと男たち
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の欲望 と結 びつ けるきっか けになったのは 「玉本事件」である。

2玉 本事件 と 日本人の チ ェンマイ ・イメージ

玉本事件 とは、1973年1月9日 バ ンコクの地元紙 によ り、玉本なる人物が7人

の少女の 「婦女暴行」 「人身売買」の容疑12)でチ ェンマイ警察 により拘束逮捕 され

たと報道 されたこ とが きっか けで知 られ るようになった事件 である。事実が明る

みになるや、玉本氏が少女 たちと同居 してお り、 さらには覚醒剤密輸の疑いが浮

上す るにお よび、 日本 の大新聞 も玉本氏 に関する捜査情報 を連 日の ようにと りあ

げた。た とえば、朝 日新聞縮刷版 によれば、昭和48年1月 の記事索 引には42件 、

2月 には19件 の玉本事件関連の記事がある13)。連 日、新 しい報道が繰 り返 される

メディアにあって、ひ とつ の事件がか くも執拗 に取 りあげ られたの は他 に例がな

いだろ う。

その当時、 日本で は タイ北部 の古都 チ ェ ンマ イの名 はほ とん ど知 られて いな

か った。その当時、チ ェンマ イで暮 らす 日本 人は数 えるほ どであ った とい う。 し

か し、多 くの 日本 人は、 この玉 本事件 を通 じて、「チェ ンマ イ」 とい う土地 の名

を知 るようになったのである14>。 しか も、玉本氏のチ ェンマ イでの 「ハ ー レム的

生活」 とい う側面 だけが強調 された結 果、 この街 は容易 に若い女性や少女 と接触

す る機会が得 られるとい った性的な イメージを ともなって伝 えられる ようになる

のである。

この事件が連 日のように報道 された時期 には、現在の ロングステ イヤーの中核

を担 う団塊世代以上 の世代 はすでに成人 に達 していたか ら、古都 「チ ェ ンマ イ」

名 は忘れがたい ものになったのであ る。実 際、 この事件 を知 らない者 はいないと

い って過言はない。それを裏打 ちする発言 として、現在 のチェ ンマイでフ リー ・

ペーパ ーを編 集するとともに 日本人会事務局 を管理するT氏 はこう語 った。

「チ ェ ンマ イを 日本 人に知 ら しめ ることで もっ とも貢献 したのは玉本 さんです

よ。現地 の人にとって玉本 さんは英雄 です。そ して、チ ェンマイに 日本 からや っ

て来る単 身中高年男性の大半 は、玉本 さんの ような生活 を期待 してい ます。チ ェ

ンマ イ在住の 日本人数は約2,000人 ですが 、その うちの!,300人 が50歳 以 上 の男

性です。そ して、私の印象では、その うちの900人 が 、現地の女性 と国際結婚 し
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ていますね。」

T氏 の発言で玉本氏 と国際結婚 とが結 びつ くの は、玉本氏 が若 い娘 たちの親 に

身請け金 を支払 うことで多 くの妻 を得 た と見 なされてい るか らであろ う。実 際、

「国際結婚」 といって も、正 規の法手続 による ものか ら事実婚 、あるいはかつて

の玉本氏 のような身請け も含 まれるであろうか ら、その実態 を示す データは残念

なが ら存在 しない15)。た だ し、長年 フリー ・ペ ーパ ーを刊行 し、チ ェンマ イ事情

につ いて詳 しい人物の推測 は、印象論 に して も現状 を知る上 での一定 の目安 には

なる。ロングステイヤーのすべてが男性単 身者であるわけで はないが、そのマ ジョ

リティであ ることは確 かであろ う。 したが って、かれ らの動 向が、チ ェンマイの

日本人 コミュニテ ィのひ とつの特徴 に もな りうる といって よいだろう!6)。

VIチ ェンマイの 日本 人

1チ ェ ンマイの 日本人一在留届 資料 か ら一

本節では まず外務省領事部 による 「海外 在留邦 人数統計」 をもとにタイの主要

都市 における 日本 人長期滞在者人 口の変遷 を見る ことにす る。 ここでい う長期滞

在者 とは、領事館 に在留届 を提 出 し、3ヶ 月以上の滞在 を前提 とする ものであ る。

広義で長期滞在者 という場合、これに日本国籍 を保持する永住者が加 わる。

海外在留邦 人数統計 において、項 目としてチェ ンマ イの 日本人が最初 に現れ る

の は1983年 で あ り、長期滞在者 と永住者 を合 わせ て男性28人 女性15人 で 計43

人 と なってい る。1985年 に は男女総 数83人 となるが、1990年 ま では70人 前 後

にとどまってい る。1980年 代 におけ る 日本 人長期滞在者の増加は、おおかたは、

1980年 代 初頭 に開設 された北 タイ工業 団地 に参入 した 日系企業の駐在員 とその家

族 の よるもの と考 えられる。 その後 も、企業関係者 は徐々に増加 してい くが、チ ェ

ンマ イの 日本人人 口が明確 な右 肩上が りの上昇線 を示す ようにな るのは90年 代

に入 ってか らである。1991年181人 、1995年422人 、2000年716人 、2005年1,234

人 と増加 し、 さらに2007年 に は1,733人 とな り、世界の都市別 日本 人長期滞在者

数で第49位 、2008年 に は1,970人 で 第47位 に位置す るに至 っている17)。

この ように増加 し続けるチェ ンマ イの 日本人長期滞在者 の大 きな特徴 は、当初
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はその大半が企業関係者 とその家族に よって占め られていた ものの、長期滞在者

の分類 におい て徐 々に 「企業関係者」 よ りも 「その他」に属す る人々の占め る割

合が高 くなって くることである。 ここで 「その他」 とされ るのは単純労働者や無

職な どか らなな り、民間企業関係者 とその家族、報道関係者 、自由業 とその家族 、

政府関連 とその家族、留学生 ・研 究者 とその家族 とい う他の分類項 目に属 さない

人 々である。実際 には、 日本人の場合、単純労働者 として働 く者 は非常 に稀であ

るため18)、事 実上 は無職 である ロングステイヤーが これ に該 当す るこ とになる。

それ をチェ ンマ イについて見た場合、平成18年 統計 では長期滞在者1,904人 の う

ち民間企業 関係者 とその同居家族596人 に 対 して、「そ の他」 の本 人 とその同居

家族は885人 に なる。 さらに、平成20年 統計に よれば、長期滞在者2,492人 の う

ち民 間企業 関係者 とその同居家族が622人 で あ るの に対 して、「その他」に属す

る本人 とその 同居家族 は1,368人 に達 してい る。す なわ ち、企業関係者の倍の数

の無職の 日本 人が いることになる。そ して、ここで 「その他 」に分類 され る人 々

の急増は、ロ ングステ イヤーの急増 と考えて差 し支 えない だろう。 ロングステイ

ヤー全体 につ いての正確 な統計はない。 しか し、 日本人会事務 局 をつ とめるA氏

によれば、チ ェンマイにお ける長期 日本 人滞在者の特徴 は、年齢構成上 、50歳 以

上が多数派 を占め ることだ とい う。 おお よそ2,000人 近 くの 日本人の うち、1,300

人 が50歳 以 上 の者が 占め、 さらにその うちの900人 ぐらいが 国際結 婚 を してい

るのではないか とは推測 している19)。

2チ ェンマイにおける日本人と日本人関係諸団体

(1)チ ャンマイ日本人会

日本人長期滞在者がある程度まとまった数になると、そこで日本人関係団体が

形成されていく。それはどこの国にいっても観察される現象であるといってもよ

い。バンコク日本人会は設立以来92年 の長い歴史を持つ世界でも有数の日本人

会であるが、チェンマイの場合、日本人会ができた年代は不明だが、月報 「火焔樹」

がすでに300号 を数えることから推定すると、すでに設立から20数 年は経過 し

ていると考えられる。そのチェンマイ日本人会の主要構成 員は、北 タイ工業団地

内の日系企業の駐在員とその家族からなることは過去から現在に至るまで変わっ

ていない。最近のチェンマイ日本人会の構成員は2009年3月 現在では460人 で
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うち330人 が日系企業の駐在員とその家族である。

先述 したように、1990年 代に入ると、日系企業以外の日本人が増え始めるが、

企業 とは関係なくやってきた日本人は必ず しもチェンマイ日本人会には入会しな

かったと考えられる。JALを 早期退職 しチェンマイに近郊で事業を始めたWさ

んによれば 「当時の日本人会は敷居が高かった。誰かほかの日本人の紹介がなけ

れば入会できなかった」。それでWさ んは、そんな面倒なことをいうならば必要

ないと入会 しなかったという。

実際、日本人会の構成員の大部分は、企業や政府及びその関連機関から現地に

よって派遣 された人々である。そうした所属すべ きバ ックをもつ人たちからは、

どこにも所属するところがない人々はつかみがたい存在に見えるかもしれない。

帰属する会社 ・団体をつねに気にする日本人としては、あ りがちなことでもある。

一方また家族を同伴する企業関係者の関心はといえば、企業間の連絡、子弟らの

補習校の運営などであり、そうした点について、幼い子弟を同伴せず、かつ会社

という看板をもたない人々とは、たとえ同じチェンマイという町で暮らしたとし

ても、ライフスタイルも異なり、コミュニケーションのための共通の基盤がない。

こうして、会社意識が目立ちがちな日本人会 とは別の団体、別の種類の集まりが

必要とされるようになるのである。

(2)も ういい会

チェンマ イにおける長期滞在者たちによるグルー プ化の動 きは、2000年 、2001

年 頃 に始 まっている。当初結成 されたのは 「もういい会」(2000年)、 そ して 「チ ェ

ンマ イ ・ロ ングステ イ ・ライ フの会」(通 称CLL)で あ る。 これ は、バ ンコクに
で

おけるタイ・ロングステイ日本人の会(2001年12月 設 立)、 イン ドネシアのマ カッ

サル にお ける老 人会(2002年)の 結成 よ りもやや早 い。 その設立 に関わったU

氏 は次の ように語 る。

「もういい会は2000年 に立 ち上げ られた。今のCLL会 員 に比べ ると、こちらの

方が不良 っぽい人が多か った。同会 がで きたのは、 白人が 中心 になって 〈Friday

Party>を や っていたのに倣った ものだった。チ ェンマイ在住 のLonelyPlanetの

記 者が 中心 とな り、ガーデニ ングとかその都度話 題を決めて、喫茶店で情報交換
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していた。私 もそれに参加 していた。

「もういい会」 は当初8人 で発足 した。規約 は な く、毎週水曜 日の午 後6時 開

始 に始めた。会は徐 々に注 目を浴 びるようにな り、その規模 も、一時は、参加者

が80、90人 に達 し、そのため会場 を移 した こともある。 けれ ども、多 くの人が集

まると派閥がで きるよ うになった。 また、後 にわか ったことだが、中にはず っと

偽名 を使っていた人物 もいた。あ るいは、会員相手 に、商売 を持ちかけるような

者 も現 れた。結局、会 自体 の まとま りがな くなったため、「きちん と規則 を作 ら

なければな らない」 という考 え方の人が中心 になって、別の組織 を作ろ うという

ことにな り、現在のCLLが2001年2月 に結成するこ とになった。」

「もういい会」の会長だったK氏 が、その ままCLLの 初 代会長 になる。U氏 は、

タイ在中20年 に及ぶ人物である。「もういい会」の構 成員 について「不良っぽい人」

が多かったとい うのは、2000年 以 降 になる と、チ ェンマ イにや って来 るどち らか

とい うと経済的に余裕 のある人々20)の との比較の上 においてであ り、 どち らか と

い えば経済的 に余裕 な く、一匹オオカ ミ的な人物が多かったとい う。

(2)チ ェンマイ ・ロングステ イ ・ライフの会」(通 称CLL)

CLLは 、 チェ ンマイの長期滞在者 を中心 に して2001年12月 に設立 された。 当

初 は、20人 の発起 人か ら始 ま り、2004年 に は110人 に増加す る。 但 し、同年度

末 には、一挙 に50人 近 くの退会者が 出て、会員数60人 となる。その後、また増

加 を続 け、2006年 に は160人 に なるが、2006年 末 に再び大量 の退会者が出て140

人 弱 となる。そ して2007年 には再 び160人 台 に達す る。

この ように会員数の変動が多いのは、会 の方針 をめ ぐっての対立、会員 間の派

閥化が問題であ るとあ る幹部 はい う。CLLに は先 の 「もういい会」 とは異 な り、

きちん とした会則があ り、会長、副会長、事務長、会計担当な ど役割分担 もしっ

か りしている。 けれ ども、発足 当初 の 「もういい会」に参加 したような人 々か ら

見れ ば、「ミニ 日本 人会 」の よ うに肩苦 し く感 じられ る面 もある。あ る人物 は、

CLL会 員 になるための 「待機期 間」が あること、 また入会 に際 しては推薦状 と保

証人が必要 とされ るようになった ことについて 、「何 の肩書 きも持たず、知人 も

お らず、個人で来 る人が どうやって推薦 人をみつ けられ るんで しょうね」 と批判
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的 に語った。 こう した批判の種 を有 しているこ とが、 ときに大量の脱会者 を生み

出す問題 に繋がる らしい。

ところでCLLの 目的 と活動 とはおお よそ次の ようである。

同会の二代 目の会 長 を務め たN氏 に よれば、CLL設 立 の 目的には三つあ った

という。

i.日 本か らのロングステイヤーとその家族間の親睦会 を作 る。

ii.正 しい情報 を発信する。

iii.タ イ社会 との交流をおこなう。

こう した 目的の背景 として、 日本人が 日本人に よってだま される、 日本人 を相

手 に稼 こうとする者が しば しば横行 したためであった とい う。現地 について正確

な情報 を提 供で きる主体が求め られたのである。その もとにあったの は、ひ とつ

はバ ンコクの 日本 人会の繋が り、 もうひ とつは慶応 ボクシング部の繋が りだ とい

う(初 代会長のK氏 は慶応 ボクシング部の出身であった)。

CLLへ の 入会は当初 は出身地 と趣味 だけを記入すれば よかったとい う。それで

評判が よか った と当時の人々はい う。CLLの 会 員になるこ とは、人 との出会い を

もた らす。月2回 の例会があ り、最近では、おおよそ100人 の 会員が集 まる。グルー

プ化 、派 閥化 を避け るため、例会 においてどのテー ブルにつ くかは、 くじ引 きで

決める とい う。会則 では年齢 制限は ない。従 って、若い人で は40歳 代、50歳 代

のひ ともわずかだがいる。例会 とは別 に、週 ごとの活動があ り、 タイ語会話、囲

碁将棋、合唱、活け花 な どの活動があ るが、 これ らは 日本 人会 の部会活動 と共通

している。

Wま とめ 多様化する日本人と日本人コミュニティの分節化

以上、 タイ ・チェンマ イにおけ る日本人 リタイヤーの生活 について略述 して き

たが、最後 につ ぎの点 を指摘 しておきたい。

まず、日本人 コミュニテ ィがチャンマ イに存在す るとい う点。

バ ンコクにおいて多 くの 日本人が居住す るスク ンウィッ ト通 り沿いの小路 に比

せ られるのは、チ ェンマ イでは、旧市街か ら北西へ と延び るホア ・ケオソイ通 り

沿いの地域 である。 しか し、 日本 人コ ミュニテ ィはそ う した物理 的空 間以上の意
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味 をもってい る。バ ンコクで暮 ら した経験 をもつチェ ンマイ在住者が しば しば指

摘す るの は、「チ ャンマ イはム ラだ」 とい う点である。 日本 人会やCLLな どの会

員 になっていな くて も、チャ ンマ イ在住の 日本人についての噂がす ぐに伝わ り安

い と人 々は異口同音に言 う。 日本食品が入手可能なスーパ ーマーケ ッ トや 日本料

理 ・ラー メン店な ど、 日本 人が アクセスす る場所 が比較 的限定 されてお り、それ

らの場所は、日本人が交差す る機会 を与 える。 さらに、5紙 を越 える 日本語フ リー・

ペ ーパーの存在は、毎号掲載 されるチ ェンマ イ市街図 と記事 を通 して、 日本人に

しか見えないチ ェンマ イとい う空間を描 き出している。

つ ぎに、指摘 したいのは、そう した 日本人 コミュニテ ィ分節化 とい う問題である。

日本人 コ ミュニテ ィにおいて、その中核 となってい るのは、チ ャ ンマ イ日本会

とチャンマ イ ・ロングステイ ・ライフの会 とい うふたつの団体 である。いずれ も

会則や部会活動 には共通性があ りなが ら、その構 成原理 はきわめて対照的である。

一方 は、所属する会社 をバ ックに もつ人 々とその家族か らな り、他方 は所属すべ

き団体 をい ったん離れた個 人によ り、肩書 きを否定 した ところにな りたつ団体で

ある。後者の場合、会員 同士が お互 いの前職 ・役職 について訊 ねた り、語 った り

す ることは一種 のタブーになっている という。

このふ たつの 日本人関係 団体 の ように、情報交換 や親睦 といった共通の 目的 を

もちなが ら、ふたつ、あるいはそれ以上 に分節化す るのは、チ ェ ンマ イに限 られ

るわけで はない。バ ンコクの場合 も、かつて はバ ンコク日本人会 の内部で高齢者

部会が設置 され、会員 の高齢化に対処 しようとしたが21)、 そ の数年後 には 「タイ ・

ロ ングステイ日本人の会」が設立 された という経緯があ る。 また、小規模 なが ら

マカ ッサ ルで結成 された 「老 人会」 も日本人会か ら分離 した存在 だった。繰 り返

して述べ るならば、所属する会社 ・組織 とそれ に伴 う肩書 きの有無が 団体形成 を

分節化す る基準 になっているのである。

そ して、最後 に、チ ャンマイの 日本人 コ ミュニテ ィの周辺部 には、上記ふたつ

の団体 のいずれ にも属 さない 「サイ レン ト・マ ジ ョリテ ィ」が存在す るとい うこ

とである。2,000人 前 後の在留 日本 人の うち、 日本 人会 とCLLの 会 員数 を差 し引

いたその約7割 がそれに当たる。一部 には、趣味や ボランテ ィア活動 に情熱 を燃

やす人 もいれ ば、家族や経済事情 か ら、 日本か ら逃げ るようにやって来 た人な ど

も含 まれるだろう。そ して、現 地での聞 き取 りによれ ば、 この最後 のカテゴリー
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に属する人々が今後 も増加し続けるだろうことが予測される。

ロングステイ ・ツーリズムは、より多 くの外貨獲得を目的とするタイ政府 と、

まず物価の安い生活環境のなかでゆとりのある退職後の生活を送ろうという日本

人側の思惑の食い違いという奇妙なバランスのなかで継続 してきた。タイでの生

活費はマレーシアと比べて安 く、インドネシアと合い拮抗するレベルだが、査証

取得の簡便 さはインドネシアをはるかに上回る。それが、なによりもまして、多

くのロングステイヤーを惹きつけてきた理由である。そこに反照 して見えるのは、

退職者や高齢者にとっては必ずしも住みよいとは言えない日本という国の実情で

ある。そのように考えると、日本人の高齢化にともなう国際移動とは、結局のと

ころ、国内問題に帰するのではないかと思えてくる。こうした悲観論を打破する

ような、異郷の地において新 しい生き方に情熱を傾ける人々の活動を今後 も発掘

してゆきたい。

注

1)同 統計 によれば、「長期滞在者」 とは次の ように定義 される。3か 月以上 の在留者 で永住 者ではな

い邦 人(3か 月以上 滞在の意思 を もって在留す る邦人で あれば、調査 の時 点におい て滞在期 間3か

月未満 であって もこれに含める)。

2)ア メ リカ合衆国 にお ける長期 滞在者 は246,988人(男 性120,100人 、女性137,863人)で あ り、民

間企業 関係者 は本人59,114人 、 同居家族74,926人 であ る。 また、英 国にお ける 日本人長期滞在者数

は男性21224人 、女性27,065人 で合計48,289人 であ り、その うち民 間企業 関係 者は本人10,875人 、

同居 家族10,073人 である。 『海外在留邦 人数調査統計 平成19年 度版』 を参照。

3)こ こで示す年 は、毎年統計が発表 される前年 の10月1日 付けの数値であ る。各年毎の数値は、統

計 年度 によっては、国別 の長 期滞在者 数が在外公館 、都市 別で しか公表 されてい ない場 合が あ り、

その場合 には、都市 別人口を合算 して示 した。

4)チ ェンマ イとは対 照的に、イン ドネシアのマカッサルでは 日本人長期滞在者は減少 してお り、1978

年 に開設 された在マカッサル 日本 国総領事館は、2009年 よ り駐在官事務所 に降格 となっている。

5)こ の統計には、外国 人は含 まれない と考え られ る。 ここでい うキ リス ト教徒 とは、北 方の少数民

族出身者の一部で あ り、イスラーム教徒 とは中国雲南系及 びイ ン ド・パキ スタンか らの移住者、 ヒ

ン ドゥー ・シー ク教徒 とは イン ド・パ キスタ ンか らの移住者が多 くを占め ると考 え られる。ち なみ

にチェ ンマイには13な い しは17の イスラーム寺院があ るとい う。

6)以 上 の数値 は、タイ観光局(TAT)統 計に基づ く。

7)た とえばチ ェンマ イで は、「チェ ンマイ住民は、極端な大気汚染の影響 を受けてい る」(『ザ ・ネイ

シ ョン』紙,2004年2月27日 付け)。2007年 では 『ザ ・ネイシ ョン』 紙が火急の問題 と して、「北部

地域 における煙害危機」 を取 りあげている[TheNationnewsreportsandletters,March2007]。
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8)た とえば、 ビザ制度の変更、認可制限の強化な どに見て取れ る。

9)ロ ングステイ財団のホームページ より。

10)以 前 の定義で は、 「2週間以上」 とされていたが、現 在の ロングステ イ財 団のホー ムペ ージでは、

単 に 「比較的長 く」 とされてい る。

11)2005年1月 には、両 国外務 省の肝い りで 「日タイロ ング ステ イ交流協会」 が組織 された。会長 に

は太 田博元駐 タイ 日本国大使、特 別顧 問にはス ウイッ ト駐 日タイ王国大使 と恩 田宗前 日本 アセ アン

セ ンター事務総長が就任 した。会員サー ビスと しては、 ロングステイ諸相談 ・情報資料提供 ・会報 ・

セ ミナー ・下見 ツアーの紹介 ・ロングステイア ドバ イザー育成 などが ある。

12)こ の二 つの容疑 は結局立証 されず保釈 された。 しか し、公序 良俗 を害 したというこ とで国外退去

処分になった。 【名越1987】 参照。

13)こ の数値 は、縮刷版の索引か ら算 出 した。読売新 聞、毎 日新 聞で も同様である。

14)当 時大学生 であった私が 「チ ェ ンマ イ」の名 を知 ったの は、玉本事件 を通 じてで あ り、私の同世

代の何 人かは同 じ経験 をもつ と語った。

15)日 本国チ ェンマイ領事館 によれば、チェ ンマ イで婚姻 して も同領事 館に届け 出るとは限 らず実態

を把 握で きない。 さらに事 実婚のケース も多い との ことであ った。

16)ち なみ に、マ カ ッサルにお けるf老 人会 」の メンバ ー全員が イ ン ドネシア人 と結婚 してい たが 、

少な くともその4人 までが過去に 日本人の妻 と離別 していた。

17)在 チ ェンマイ 日本国総領事館 の管轄地域 にお ける 日本人総数(在 留届 け提出済み の長期 滞在者及

び永住者)は 、

18)た だ し、 『日本 を降 りた若者 たち』 に描かれ るような、バ ンコクな どの都 市の片隅に滞留する、い

わゆる 「沈没する」若者 たち もまた、 この分類 に当ては まるか もしれない。た だ し、単純労 働では

長期 ビザ は取得 できない し、またそ うした人々の どれだけが在留届 を提出 してい るか疑問であ る。

19)2009年3月16日 時点 での聞 き取 りに もとつ く。 また、 同種 の統計 はな く、 ここに挙げた数値 は

あ くまで谷 口氏個 人の推測値 にす ぎないこ とをお断 りしてお く。また、日本人の国際結婚 について も、

チ ェ ンマイ総領事館 も把握 していない。あ る領事館 員に よれば、結婚 といって も事 実婚であ る場 合

が多いの ではないか と推測 している。

20)但 しU氏 は、2000年 頃か らは、比較 的経 済的余裕 のある人び とがやって きたが、2004年 頃 になると、

こちらの物価 が安い とい う経済 的な理由か らだけでやって くる傾 向が 強 くなった とい う印象 を もっ

てい る。

21)バ ンコク日本 人会会報 『クルンテープ』1999年3月 号 、25頁 参照。
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